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生成AI時代に必要とされる力
AIと倫理、科学技術社会論の観点から



理系出身の文系研究者：科学技術社会論が専門

学際性、国際性が特徴



世界を一変させた「生成AI」
• 2022年以前のディープラーニングまで
のAIと、それ以後の生成AIの影響は桁
違い

• Society 5.0という平和的な未来像はす
でに変わってしまった

• 現在は、生成AI時代の未来像を共有で
きていない状況

• 生活、仕事、教育、研究、すべて
が生成AIで激変している

• 人間は、AIを十分にコントロールでき
るのだろうか？

以前の未来像



どんな研究をしてきたか
生成AI前
AI倫理の程度を測る
「ものさし」を開発
[AI] Ikkatai, Y., Hartwig, T., Takanashi, N. Yokoyama, H.M.(2022). Segmentation of 
ethics, legal, and social issues (ELSI) related to AI in Japan, the United States, and 
Germany. AI Ethics. https://doi.org/10.1007/s43681-022-00207-y

ELSI セグメント論文:前の論文で抽出された３つの項目を
使って日米独の意見分布を調べたところ、４つのグルー
プに分かれることがわかりました。

[AI] Hartwig, T., Ikkatai, Y., Takanashi, N. & Yokoyama, H.M. (2022). 'Artificial 
intelligence ELSI score for science and technology: a comparison between Japan 
and the US'. AI & Soc. https://doi.org/10.1007/s00146-021-01323-9

ELSI Sheet論文:ELSIの１３項目をシナリオを使った日米の
データによって決定木解析をしたところ、EとLとSの１つ
ずつの項目が重要項目として残りました。

[AI] Ikkatai, Y., Hartwig, T., Takanashi, N., & Yokoyama, H. M. (2022). Octagon 
Measurement: Public Attitudes toward AI Ethics. International Journal of Human–
Computer Interaction, 38(17), 1589–1606. 
https://doi.org/10.1080/10447318.2021.2009669

Octagon paper論文: AIガイドラインに共通する８つの項目
を用いて、AI倫理のレベルを測定するオクタゴンメジャ
メントを開発しました。
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当時から戦争とAIについて懸念、国際条約はまだない（2026.8現在）
AIに対する態度について、国際比較研究を実施してきた
例：AI兵器について日本（反対）とアメリカ（賛成・反対が半々）で

大きく態度が異なる

Hartwig, T., Ikkatai, Y., Takanashi & Yokoyama, MH. 
(2022). Artificial intelligence ELSI score for science 
and technology: a comparison between Japan and 
the US. AI & Soc. https://doi.org/10.1007/s00146-
021-01323-9

Ikkatai, Y., Itatsu, Y., Hartwig, T. et al. The 
relationship between the attitudes of the use of AI 
and diversity awareness: comparisons between 
Japan, the US, Germany, and South Korea. AI & 
Soc40, 2369–2383 (2025). 
https://doi.org/10.1007/s00146-024-01982-4

・AI活用に関する「音声」「採用」「顔」
「移民」の4つのシナリオを作成し、日本、

米国、ドイツ、韓国（以下、韓国）の国民
の懸念を比較
・AIに関する知識のある回答者は、様々な
状況において倫理への懸念がより強い

・法律に関する懸念については、日本の回
答者の方がより大きな懸念を示す
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生成AI以後の研究

Shotaro Kinoshita & Hiromi Yokoyama, Large language model is a flagship for Japan, 

Nature 619, 252 (2023), doi: https://doi.org/10.1038/d41586-023-02230-3

①仕事全般への導入、②製造業への導入、
③医療AI導入、③研究への導入、
④エネルギー正義について研究
同時に多くの提言を発出
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懸念①
戦争を加速させるAI

• 国際条約がない中で、企業が政府と
対峙しなければならない

• 大学の関与も低下



懸念②
データセンター問題

• How much energy will AI really consume? 
The good, the bad and the unknown 
https://www.nature.com/articles/d41586-
025-00616-z 



エネルギー政策も変化
-分配正義に問題

中央公論３月号（2026）時評：AIが原発を後押しする「ワットビット連携」横山広美



生成AI前
AI倫理における「３つの波」の提案

1st wave: 

Singularity 

                          

van Wynsberghe, A. (2021). Sustainable AI: AI for sustainability and the sustainability of AI. AI and Ethics, 

1(3), 213–218. https://doi.org/10.1007/s43681-021-00043-6
Bolte, L., van Wynsberghe, A. Sustainable AI and the third wave of AI ethics: a structural turn. AI Ethics 5, 1733–1742 
(2025). https://doi.org/10.1007/s43681-024-00522-6

2nd wave: 
Bias issues 

3rd wave: 
Sustainability
AIライフサイクルを懸念 
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(Bolón-Canedo et al., 2024)



https://www.nikkei.com/article/DGXZQOCD095UL0Z00C26A40
00000/
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2025年からはAIエージェントの時代

AIエージェントは、人間に代わって判断を行う。

課題：AIのスピードが速すぎて、ヒューマンインザループがきかなくなってきている

変化：人間の仕事が、AIに指示を出し、監督することに移り変わってきている。

仕事における人間の価値は何か・・？例）AIが数学の未解決問題を解く時代、数
学者の役割は・・？

対処法
①人間らしい判断をする思考を鍛える

②ルールを作る（AI法はルールがない）

③AIを人間らしくする（アライメント）

変化は止められないが、人間らしいコントロールをする



まとめ

AIの倫理は、以前のようにバイアス問題にとどまらず、
戦争、エネルギーの公正と広がっている。

同時に、以前までのバイアス問題もディープフェイクな
どで加速しているし、サイバーセキュリティの脅威も非
常に大きくなった。

より不安定になった、加速社会で、私たちに必要な力は、
基本的なことを人間が考える力。

これまでの倫理観、正義感に照らし合わせて、判断につ
いては人間が行う（政治家の意義は権力行使なのでそ
の点は変わらないだろう）。

一般社会としては、人間として考え続け、間違っている
と思うことに声を上げる。力を合わせる。
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